
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１6 年 1 月 10 日   第 166 号 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 

Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 

Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

１２月定例議会は、１１月３０日から１２月１８日まで開かれました。一般質問に

は２２人の議員が通告。日本共産党の山岡光広、安井直明、小西喜代次の各議員が市

民の願い実現と市政の問題点を質しました（裏面に紹介）。 

各会派・無所属 討論 討論 無

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

安
井
直
明

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

服
部
治
男

橋
本
律
子

中
西
弥
兵
衛

的
場
計
利

鵜
飼
勲

橋
本
恒
典

田
中
実

森
田
久
生

山
中
善
治

林
田
久
充

小
河
文
人

戎
脇
浩

土
山
定
信

森
嶋
克
己

田
中
新
人

竹
村
貞
男

片
山
修

竹
若
茂
國

白
坂
萬
里
子

加
藤
和
孝

田
中
將
之

谷
永
兼
二

辻
重
治

平成27年度甲賀市一般会計補正予算案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市税条例の一部を改正する条例案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイナンバー制度を利用して市の実務を行うに関しての条例案 市長 白坂萬里子 山岡光広 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業を企業会計に移行するための条例案 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書案 竹村貞男 森嶋克己
戎脇　浩
加藤和孝

否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
退
席

マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を求め
る意見書案

田中將之 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブラッドパッチ療法の保険適用および脳脊髄液減少症の治療推進を求める意
見書案

白坂萬里子 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員定数を２７人から２４人に削減する条例改正案 服部治男 森田久生 安井直明 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■２０１５年９月議会　再録(訂正)

国に対し「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」の提出を求める請願 甲賀民商 小西喜代次
谷永兼二
林田久充

不採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

討論なし

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

公明党

提出 可否

共産党 清風クラブ 市民クラブ・新しい風

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

【訂正とお詫び】９月議会報告特集議案採決表のうち、「所得税法５６条」に関する意見書に対する各議員の態度の賛否がまちがっていましたのでお詫

びするとともに、その項のみ訂正し、今回再録させていただきます。 
  ○は賛成 ●は反対 

 子どもの医療費について、甲賀市は市独自の施策として、入院について

は中学校卒業まで完全無料。通院については所得制限付で中学校卒業まで

無料でしたが、１月からこの所得制限をなくし、当面、小学校３年生まで

完全無料に拡充されます。無料化拡充は、日本共産党市議団が、繰り返し

粘り強く要求し続けてきたものです。 

 子育て支援・少子化対策として「安心して産み育てる環境」をつくっていくために、子どもの医療

費無料化拡充は有効な施策です。日本共産党は、「国の税制改正で年少扶養控除が廃止となり、所得

が変わらなくても子どもをもつ世帯は増税となっており、一昨年の個人市民税だけでも、2 億 4000
万円の増税となっている。これは子育て世帯に還元すべき」と財源を示して拡充を求めてきました。

 

甲
賀
市
議
会
議
員
の
定
数
を
現

行
27
か
ら
３
名
減
じ
て
24
と
す

る
条
例
改
正
案
が
、
清
風
ク
ラ
ブ
会

派
長
の
服
部
治
男
議
員
が
突
然
提

案
、
市
民
ク
ラ
ブ
・
新
し
い
風
及
び

公
明
党
、
無
所
属
の
維
新
議
員
も
賛

成
者
に
名
を
連
ね
、
日
本
共
産
党
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
可
決
し
、
二
年

後
の
市
議
選
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

二
年
前
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た

議
会
基
本
条
例
で
は
、
議
員
定
数
に

つ
い
て
「
議
員
相
互
間
に
お
い
て
充

分
な
討
論
、
議
論
を
尽
く
し
て
合
意

形
成
に
努
め
る
も
の
」
と
定
め
て
お

り
、
そ
の
際
「
市
民
の
多
様
な
意
見

交
換
の
場
を
設
け
…
」
と
あ
り
ま

す
。
前
回
の
定
数
削
減
の
際
に
は
、

水
口
で
「
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
く
市
民
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
な
い
ま
ま
強
行
。

賛
成
討
論
で
は
「
（
議
員
も
）
身

を
切
る
改
革
が
大
事
」
と
強
調
し
ま

し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
「
議
員
定
数
を

減
ら
す
こ
と
は
、
民
意
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
パ
イ
プ
を
狭
め
る
こ
と

に
な
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
二
元
代

表
制
の
も
と
で
、
議
会
と
議
員
が
如

何
に
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
立
場
に
立
ち
切
る
か
、
と
い
う

こ
と
」
と
意
見
を
述
べ
、
定
数
削
減

に
反
対
し
ま
し
た
。 

■安井 直明 

 

◆民生常任委

員会委員 

◆議会運営委

員会副委員長 

◆議会広報特

別委員会委員 

◆議員団長 

■山岡 光広 

 
◆総務常任委

員会副委員長 

◆庁舎整備特

別委員会副委

員長 

◆甲賀広域行

政組合議員 

■小西喜代次 

 

◆産業建設常

任委員会委員 

 



  ２０１５年１２月議会特集（２０１５年１１月３０日～１２月１８日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆７５歳以上高齢者の健康診査◆「老朽

消防ホース」更新◆ＪＲ各駅の遅延モニタ

ー改善・甲南駅以東にＩＣＯＣＡ改札設置

を、◆県用水単価の見直しによる影響◆

貴生川第三区団地内の雨水対策 

 

問 

安
倍
政
権
は
大
企
業
に
減
税
、
国
民
に
は

消
費
税
増
税
の
押
付
け
。
景
気
回
復
と
い
う
が
市

長
も
実
感
が
な
い
と
い
う
予
算
編
成
方
針
は
。 

市
長 

予
算
編
成
の
過
程
に
あ
る
、
庁
舎
整
備

な
ど
本
年
度
よ
り
膨
ら
む
。 

問 

前
回
調
査
結
果
で
「
35
度
を
超
え
た
学

校
も
あ
っ
た
」
と
答
弁
。
ど
こ
か
、
小
中
学
校
に

エ
ア
エ
コ
ン
を
新
年
度
で
設
置
を
。 

教
育
部
長 
30
度
を
超
え
た
の
は
柏
木
、
甲
南

第
一
、
綾
野
小
学
校
、
甲
南
中
学
校
。 

教
育
長 

温
度
測
定
中
で
、
結
果
も
見
極
め
な

が
ら
適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。 

 

問 

旧
地
域
改
善
法
に
よ
る
地
域
、
対
象
者
へ

の
土
地
や
家
の
購
入
・
補
修
に
貸
付
が
実
施
さ
れ

て
き
た
が
不
能
欠
損
も
あ
る
が
。 

市
長 

貸
付
金
は
尊
い
税
金
、
条
例
等
の
基
づ

き
対
応
す
る
。 

問 

公
民
館
は
全
体
で
13
館
。
建
設
年
度
は
、

平
均
し
て
70
年
代
。
各
町
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
、

今
後
の
在
り
方
は
。
大
野
の
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ

は
故
障
、
建
物
等
は
老
朽
化
が
目
立
ち
、
破
損
箇

所
も
多
い
。
す
ぐ
に
対
応
を
。 

教
育
長 

社
会
教
育
委
員
会
議
に
諮
問
中
。 

教
育
部
長 

緊
急
性
や
優
先
順
位
を
つ
け
維

持
管
理
に
努
め
る 

問 

水
口
町
広
野
台
の
通
学
道
路
で
も
あ
る
、

危
険
な
民
地
の
松
枯
れ
対
策
を
。 

建
設
部
長 

関
係
機
関
と
連
絡
密
に
対
応
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

問 

75
歳
以
上
高
齢
者
の
健
康
診
査
対
象
が

今
年
か
ら
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
な
ぜ
、
実
態
は
。

市
民
環
境
部
長 

甲
賀
市
の
場
合
、
昨
年
８
，

１
６
４
人
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
２
，
１
４
２
人

に
。
広
域
連
合
が
生
活
習
慣
病
等
で
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
人
を
除
い
た
。 

問 

全
県
的
に
み
れ
ば
、
健
診
対
象
者
は
た
っ

た
の
13
％
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
健
診
の

目
的
に
も
反
す
る
。
元
に
戻
す
べ
き
。 

市
長 

広
域
連
合
の
方
針
を
尊
重
し
、
県
内
市

町
と
協
調
し
て
対
応
す
る
。 

問 

老
朽
消
防
ホ
ー
ス
。
市
内
の
実
態
は
。 

危
機
・
安
全
統
括
監 

議
員
の
指
摘
を
受
け
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
６
，
６
６
２
本
の
ホ
ー
ス
の

28
％
が
３０
年
以
上
前
だ
っ
た
。 

市
長 

適
正
な
維
持
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う

区
自
治
会
等
に
お
願
い
し
た
。 

問 

Ｊ
Ｒ
各
駅
の
「
遅
延
モ
ニ
タ
ー
」
の
表
示

改
善
、
甲
南
駅
以
東
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
改
札
の
設
置

を
、
寺
庄
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
改
善
を
、
Ｊ
Ｒ
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

総
合
政
策
部
長 

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
改
札
機
の
導

入
は
利
用
者
増
に
直
結
す
る
の
で
Ｊ
Ｒ
に
継
続

し
て
要
望
し
て
い
く
。 

問 

４５
年
前
に
造
成
分
譲
さ
れ
た
貴
生
川
第

三
団
地
で
懸
案
に
な
っ
て
い
る
雨
水
対
策
は
。 

建
設
部
長 

Ｊ
Ｒ
高
架
下
の
冠
水
個
所
の
排

水
路
調
査
を
今
年
度
中
に
行
い
工
事
に
か
か
る
。

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
に
関
し
て 

問 

地
域
説
明
会
で
の
声
を
ど
う
計
画
に
活

か
し
て
い
く
の
か
。
性
急
に
進
め
る
の
で
は
な
く

十
分
な
住
民
討
議
が
必
要
と
考
え
る
か
。 

教
育
長 

保
護
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
説
明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
精

査
・
検
討
を
進
め
、
再
編
検
討
協
議
会
に
臨
む
。

問 

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
適
正
な
規
模
に

達
し
な
い
」
と
の
設
問
は
恣
意
的
で
あ
る
。
説
明

会
で
も
意
味
を
反
対
に
捉
え
回
答
と
の
意
見
。
ア

ン
ケ
ー
ト
は
計
画
の
論
拠
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。
も
う
一

度
ア
ン
ケ
ー
ト
と
る
考
え
は
な
い
の
か
。 

教
育
長 

更
な
る
理
解
を
い
た
だ
い
た
段
階

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
必
要
性
を
判
断
す
る
。 

問 

計
画
が
協
議
事
項
と
さ
れ
た
教
育
委
員

会
定
例
会
の
議
事
録
は
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
。

公
開
す
る
考
え
は
無
い
の
か
。
ま
た
、
小
中
一
貫

校
の
教
育
委
員
会
で
の
主
な
論
点
は
何
か
。 

教
育
委
員
長 

慎
重
審
議
に
期
す
る
必
要
、
委

員
の
自
由
な
発
言
の
た
め
非
公
開
と
し
た
。
一
定

の
時
期
に
公
開
も
考
え
る
。
２
回
の
定
例
会
で

は
、
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
議
論
は
特
に
な
か

っ
た
が
、
５
回
の
教
育
委
員
協
議
会
で
、
教
育
的

効
果
に
つ
い
て
も
議
論
を
し
た
。 

問 

小
中
一
貫
校
を
市
民
参
加
の
も
と
で
教

育
的
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

教
育
長 

今
の
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 ◆幼保小中学校再編計画の地域説明

会の受けとめ方と今後の対応◆小中一

貫校の課題と問題点◆再編計画と現施

設の改修、◆信楽町雲井地域でのコミバ

スのきめ細かく運行を 

 ◆平成２８年度予算編成方針◆小中

学校にエアコン設置を◆各町の住宅新

築資金等貸付条例・規則の償還状況と取

り組み◆公民館あり方と破損個所◆水

口町広野台に隣接する松枯れ対策… 

日本共産党甲賀市議員団３名と市民クラブ・新しい風に所属する６名の議員が共同で、辻重治議長

に議会の民主的運営、議会人事などに関しても公正・公平な運営をされるよう申し入れました（写真）。

特に議会運営にあたっては、議長独断や最大会派による数の押切りではなく公正性・透明性を確保し

少数会派にも十分配慮すること、議会人事は会派の合意を前提とすること、としています。 

≪３月定例議会≫ 

 新年度予算案を審

議する３月定例議会

は、２月１７日開

会・３月２２日まで

の会期です。 
 請願・意見書の締

切は２月１０日正

午、一般質問の通告

締切は２月１６日正

午まで。 




